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第1章 河川整備計画の目標に関する事項 
第1節  流域及び河川の概要 

1． 流域の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石川
いしかわ

ブロックは、大阪府と奈良県・和歌山県の境をなす金剛
こんごう

葛城
かつらぎ

山
さん

系に源を発し、南河内エリアの中心部を貫流して大和川と合流する一級河川石川とそれらの支

川流域、奈良県香芝市西部の丘陵地に源を発し、奈良県との府県境である二上山北麓の山間部を貫流し、大和川に合流する一級河川原川
はらかわ

で構成されます。（表-1.1
参照） 
石川の流路延長は約 36.0km（指定延長 29.9km）、流域面積は約 222km2で南大阪最大の河川であり、大和川に合流するまでに、天

あま

見
み

川
がわ

および佐備
さ び

川
がわ

、千
ち

早川
はやがわ

、

梅川
うめかわ

、大乗
だいじょう

川
がわ

、飛鳥
あ す か

川
がわ

の各支川が流入しています。 
また、石川上流部には、洪水調節、灌漑用水及び水道用水の確保などを目的として、総貯水容量 934 万 m3 の滝畑ダムがあり、石川中流部から下流部にかけて

は、スポーツ広場や自然と触れ合う散策路など、市街地のオアシス的な空間となっている府営石川河川公園があります。 
原川の流路延長は約 5.6km、流域面積は約 10km2で、このうち、大和川合流点から 3.7km の区間は大阪府管理区間となっています。 
石川ブロックは、富田林市、河内長野市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、太子町、河南町、千早赤阪村、奈良県香芝市の 6 市 2 町 1 村で構成されています。 

河川名 流域面積(km
2
) 指定区間延長(km)

石川 222.27 29.9
 飛鳥川 10.91 5.5
 大乗川 9.18 2.0
 梅川 32.25 7.3
  太井川 6.88 2.6
 千早川 35.30 13.6
  水越川 14.75 5.7
 佐備川 17.30 6.3
  宇奈田川 3.50 0.2
 天見川 56.46 7.5
  石見川 14.47 4.5
  加賀田川 18.98 1.8
 原川 6.14 3.7
※ （）内は奈良県域含む

表 1.1 河川延長一覧表 

図 1.2 石川ブロック位置図 

図 1.1 石川ブロック流域図 
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2． 流域の特性 

（１）自然環境特性 

   １） 地形・地質 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3 地形分類図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.4 表層地質図 

石川ブロックの地形は、上流部に中起伏
ちゅうきふく

山地
さ ん ち

や小起伏
しょうきふく

山地
さ ん ち

が、中流部に丘陵地が広がっています。また石川沿いには、扇状地性低地や三角州性低地が形成されています。 
石川ブロックの地質は、上流部の山地には花崗岩質岩石が広く分布しています。中流部の丘陵地から低地にかけては、未固結堆積物の礫

れき

、砂、泥・砂・礫互層などが分布しています。石川中流から下流部では、砂や

礫の堆積が多く見られます。 

出典：土地分類図（大阪府）（日本地図センター：1976） 出典：土地分類図（大阪府）（日本地図センター：1976） 

A-Ⅰa.北摂山地
A-Ⅰb.能勢山間盆地群
A-Ⅱa.生駒山地
A-Ⅱb.生駒西麓地
A-Ⅱc.生駒盆地
A-Ⅱd.大和川河谷
A-Ⅱe.二上山地
A-Ⅱｆ.葛城山地
A-Ⅱｇ.金剛山地

A-Ⅲ.和泉山地
B-Ⅰa.千里丘陵
B-Ⅰb.高槻丘陵
B-Ⅰc.箕面丘陵
B-Ⅱa.枚方丘陵
B-Ⅱb.長尾丘陵
B-Ⅲa.富田林丘陵
B-Ⅲb.河内長野丘陵
B-Ⅲc.河南丘陵
B-Ⅲd.獄山山地
B-Ⅲe.石川低地
B-Ⅲｆ.美原大地

B-Ⅱ.枚方丘陵地

B-Ⅲ.南大阪丘陵地

B丘陵地

A. 山地

A-Ⅰ.北摂山地

A-Ⅱ.生駒、金剛山地

B-Ⅰ.北大阪丘陵地
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   ２）気候 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：気象庁 HP 気象統計情報 

図 1.5 年降水量・平均気温（昭和 58年～平成 24年までの 30年間） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：気象庁 HP 気象統計情報 

図 1.6 月別降水量・平均気温（昭和 58年～平成 24年までの 30年間） 

 
 

温暖な瀬戸内海式気候に属し、流域に隣接する大阪管区気象台堺観測所における昭和 58年から平成
24年までの 30年間の年平均気温は約 16℃と温暖で、年降水量は約 1,200mm（全国平均約 1,700mm）
であり、降水量を月別で見ると、梅雨期の 6月において約 174mm、台風期の 9月において約 143mm
と多くなっています。 
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   ３）自然環境 
    ①植物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自然環境保全基礎調査（平成 11年から平成 17年）によると、石川ブロックの植生は、山地部の大部分をスギ・ヒノキ等の植林が占めています。 
石川上流部にはモチツツジ－アカマツ群集)およびアベマキ－コナラ群集)の分布域が広がっています。中下流部に広がる丘陵地には市街地や農地、果樹園が広がっています。また、流域内には、渓流沿いに生育する自

然林の「石見川ウラジロガシ林」や「建水分
たけみくまり

神社のシイ林」、「彼方
おちかた

春日神社のシリブカガシ林」、「天見八幡神社のシイ林」の特定植物群落などが分布しています。 
自然環境保全基礎調査（平成 11 年から平成 17 年）では、モチツツジ－アカマツ群集およびアベマキ－コナラ群集が広がる石川上流部および下流右岸部は、自然環境保全基礎調査（昭和 56 年）では、モチツツジ－

アカマツ群集が大部分を占めていましたが、松食い虫の被害等により、アベマキ－コナラ群集への遷移が見られます。 

出典：（現存植生図）第 6,7回自然環境保全基礎調査（植生調査 1999～2005）、「環境省生物多様性センター」運営の「生物多様性情報システム」より 

（特定植物群落） 第 3回自然環境保全基礎調査 大阪府自然環境情報図（環境庁：1989年） 

（巨樹・巨木） 第 4回自然環境保全基礎調査 大阪府自然環境情報図（環境庁：1995年） 

2.ウラジロガシ 

【植生の遷移】 
モチツツジ－アカマツ群集が減少し、アベマキ－

コナラ群集が増加 

アカマツ 

モチツツジ 

コナラ 
アベマキ 

表 1.3 巨樹・巨木林一覧 

No. 所 在 地 樹種名 幹周(cm) 呼 称 

5 河内長野 加賀田 スギ 650 － 

6 羽曳野市 壺井 クスノキ 725 壺井八幡のクスノキ 

7 太子町 春日 クスノキ 610 － 

出典：第 4回自然環境保全基礎調査 大阪府自然環境情報図（環境庁：1995年）      

表 1.2 特定植物群落一覧 

No. 件 名 集約群落名 選定基準 相観区分 

1 建水分
たけみくまり

神社のシイ林 シイ・カシ萌芽林 郷土景観 暖温帯常緑広葉高木林 

2 石見川のウラジロガシ林 シラカシ群集 乱獲のおそれ 暖温帯常緑広葉高木林 

3 彼方
おちかた

春日神社のシリブカガシ林 シイ・カシ萌芽林 貴重な個体群 暖温帯常緑広葉高木林 

4 天見八幡神社のシイ林 サカキ－コジイ群集 郷土景観 暖温帯常緑広葉高木林 

出典：第 3回自然環境保全基礎調査 大阪府自然環境情報図（環境庁：1989年） 

 

図 1.7 現存植生分布図 
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    ②鳥類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪の野鳥（昭和 60年から平成 2年、平成 4年から平成 5年）によると、石川ブロックには、川との関わりの深い種を含む 40 科 165 種が確認されています。石川中流から下流部では、河川敷の砂礫
さ れ き

において繁殖

する重要種)のコチドリ・イカルチドリ・シロチドリやヨシ原を繁殖地とするコヨシキリ・オオヨシキリが確認されています。 
石川上流部では、河岸の切り立った崖等に営巣するヤマセミや滝の裏の岩の間隙に営巣するカワガラスが見られます。 

確認種：126種 

貴重種：50種 

【川との関わりがあるもの】 

イカルチドリ、 

オオヨシキリ等 46種 

確認種：56種 

貴重種：13種 

【川との関わりがあるもの】 

シロチドリ、 

オオヨシキリ等 15種 

確認種：46種 

貴重種：11種 

【川との関わりがあるもの】 

カワセミ、 

キセキレイ等 7種 

確認種：74種 

貴重種：29種 

【川との関わりがあるもの】 

カワガラス、 

キセキレイ 3種 

確認種：78種 

貴重種：32種 

【川との関わりがあるもの】 

カワガラス、 

イワツバメ等 4種 

確認種：60種 

貴重種：20種 

【川との関わりがあるもの】 

ヤマセミ、 

カワガラス等 11種 

確認種：32種 

貴重種：8種 

【川との関わりがあるもの】 

キセキレイ、 

カワガラス等 3種 

確認種：55種 

貴重種：14種 

【川との関わりがあるもの】 

ヤマセミ、 

カワガラス等 12種 

確認種：101種 

貴重種：38種 

【川との関わりがあるもの】 

ヤマセミ、 

カワセミ等 32種 

確認種：79種 

貴重種：26種 

【川との関わりがあるもの】 

カワセミ、 

コヨシキリ等 30種 

確認種：83種  

貴重種：26種 

【川との関わりがあるもの】 

イカルチドリ、 

オオヨシキリ等 37種 

表 1.4 川との関わりが深い種（1） 

イカルチドリ 

オオヨシキリ 

コチドリ 

シロチドリ 

ヤマセミ カワガラス 

 

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
(環境省）

 大阪府RDB

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 平成18年12月 平成12年3月

ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ 水中に繁茂する水草に営巣。 A ○ A A ○ ○ ○
ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ 水辺を餌場とする。 ○ ○ 要注目
ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｺﾞｲｻｷﾞ 河川区域内の樹林で繁殖。 A ○ A ○ A ○ ○

ｻｻｺﾞｲ 低地や平地の河川の水辺に生息。 ○ ○ ○ 準絶滅危惧
ﾀﾞｲｻｷﾞ 干潟、浅場等に生息。 ○ ○
ｺｻｷﾞ 干潟、浅場等に生息。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｱｵｻｷﾞ 干潟、浅場等に生息。 ○ ○ ○ ○ ○

ｶﾓ ｶﾓ ｵｼﾄﾞﾘ 山間の渓流に生息。 ○ ○ ○ 情報不足 要注目
ﾏｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○
ｶﾙｶﾞﾓ 水辺近くの草むらに繁殖。 A ○ A ○ B
ｺｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○ ○ ○
ﾄﾓｴｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ 絶滅危惧II類 準絶滅危惧
ﾖｼｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○ ○ ○
ｵｶﾖｼｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○ ○ ○
ｱﾒﾘｶﾋﾄﾞﾘ 止水域で生息。 ○
ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○
ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ 止水域で生息。 ○ ○
ﾎｼﾊｼﾞﾛ 止水域で生息。 ○ ○ ○ ○
ｱｶﾊｼﾞﾛ 止水域で生息。 ○ 情報不足
ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 止水域で生息。 ○ ○
ｽｽﾞｶﾞﾓ 内湾や河口に生息。 ○
ﾐｺｱｲｻ 止水域で生息。

目 科名 種名 主な川の利用形態
メッシュ番号 ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ

(環境省）
 大阪府RDB

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 平成18年12月 平成12年3月

ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ 急降下し、魚を捕らえる。 ○ ○ 準絶滅危惧 要注目
ﾂﾙ ｸｲﾅ ｸｲﾅ 湿地やヨシ原で繁殖。 ○ 絶滅危惧Ⅱ

ﾊﾞﾝ 湿地やヨシ原で繁殖。 ○ ○ A
ｵｵﾊﾞﾝ 内湾や河口に生息。 ○ 準絶滅危惧

ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｺﾁﾄﾞﾘ 砂礫河原で営巣する。 A ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ
ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 砂礫河原で営巣する。 A A A B ○ 絶滅危惧Ⅱ
ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 砂礫河原で営巣する。 ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ
ｹﾘ 砂礫河原で休息する。 ○ B ○ ○ B 要注目

ｼｷﾞ ﾄｳﾈﾝ 河口の干潟に生息。 ○ 準絶滅危惧
ｵｼﾞﾛﾄｳﾈﾝ 河口の干潟に生息。 ○ 準絶滅危惧
ﾊﾏｼｷﾞ 河口の干潟に生息。 ○ ○ 準絶滅危惧
ｸｻｼｷﾞ 広い河原で生息。 ○ ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧
ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ 内陸の水たまり、河岸に生息。 ○ 準絶滅危惧
ｷｱｼｼｷﾞ 広い川の中洲や河岸に生息。 ○ ○ ○ 準絶滅危惧
ｲｿｼｷﾞ 広い河原で生息。 ○ ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧
ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ 河口の干潟に生息。 ○ 準絶滅危惧
ﾀｼｷﾞ 河岸、中州などの内陸の湿地に生息。 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧

ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ 広い砂浜や河口に生息。 ○ ○ ○ ○
ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ 広い砂浜や河口に生息。 ○
ｶﾓﾒ 広い砂浜や河口に生息。 ○
ｳﾐﾈｺ 広い砂浜や河口に生息。 ○
ｺｱｼﾞｻｼ 大きな川の中洲や河岸の砂礫地に営巣。 ○ ○ ○ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ﾔﾏｾﾐ 河岸の切り立った崖や土羽法面に営巣。 ○ ○ A ○ 絶滅危惧Ⅱ
ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ 沢沿いの暗い樹林に生息。 ○ ○
ｶﾜｾﾐ 土がむき出しになった土手に営巣。 A ○ ○ ○ ○ A ○ 準絶滅危惧

ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ 高水敷の低い草地に繁殖。 A A A ○ A B ○
ﾂﾊﾞﾒ ｲﾜﾂﾊﾞﾒ 山地の崖や河川構造物などに営巣。 ○ ○ ○ ○ ○
ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ 水辺の砂礫地を餌場とする。 ○ B ○ B ○ ○ B ○ A ○ A

ﾊｸｾｷﾚｲ 中洲や低地の水辺を餌場とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 開けた河原や中洲を餌場とする。 A B A ○ ○ B ○ A ○

ｶﾜｶﾞﾗｽ ｶﾜｶﾞﾗｽ 流れの速い浅瀬を餌場とする。 ○ ○ ○ ○ ○ B 準絶滅危惧
ﾋﾀｷ ｺﾖｼｷﾘ 河岸のヨシ原に営巣。 ○ ○ ○

ｵｵﾖｼｷﾘ 河岸のヨシ原に営巣。 A ○ ○ ○ 準絶滅危惧
ｾｯｶ 高水敷の低い草原に営巣。 A ○ A ○ ○ 準絶滅危惧

46 15 37 7 30 3 32 4 11 12 3
○：出現種   A：繁殖が確認されたもの  B：繁殖の可能性が高いもの

出現種数

目 科名 種名 主な川の利用形態
メッシュ番号

区分 備考
絶滅危惧Ⅰ類 絶滅の危機に瀕している種
絶滅危惧Ⅱ類 絶滅の危険が増大している種
準絶滅危惧 存続基盤が貧弱な種
情報不足 評価をするだけの情報が不足している種
要注目 注目を要する種

表 1.6 保護上重要な野生生物のカテゴリー定義 

出典：大阪の野鳥（1985～1990年、1992～1993年）（メッシュ範囲） 

 

主な河の利用形態： 

「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」 

及び「日本産鳥類図鑑（東海大学出版：平成 4年）」を参考に記述 

写真出典：「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年）」 

図 1.8 鳥類調査結果 

表 1.5 川との関わりが深い種（2） 
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    ③魚類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

松井井堰 

はりま井堰 

下一之井堰 
諸越橋 

寺田橋 

日野 
滝尻橋 

大宝橋 

白木団地下 

加納橋 

梅川合流点 

上東条橋 

鱒釣場上流 

楠水橋 

水分 

砂防ダム下流 

板持橋 

第３中学校前 

古川橋 

こもん橋 

大原八１ 

大原八２ 

大原八３ 

メダカ 

ドジョウ 

写真出典：「日本の淡水魚（山と渓谷社：平成 2年）」 

コイ 

ギンブナ 

アブラハヤ 

タカハヤ 

図 1.9 魚類調査結果 

石川ブロックの魚類は、平成 14年から平成 24年の調査で 9科 19種（在来種 7科 16種、外来種 2科 3種）の魚種の生息が確認されています。 
石川ブロック上流部では、瀬と淵が連続した多様な河川環境を必要とするアブラハヤやタカハヤの生息が確認されています。 
石川ブロック中流から下流部では、水たまりや水田水路などの止水域を好むメダカ、水田や河川敷の水たまりを産卵場とするドジョウなどの貴重種が確認されています。また、近年では、下流部のみで確認されてい

たアユが、中流部でも確認されています。 
石川ブロック下流部では、コイやギンブナなど、湛水域や淀んだ水域を好む種が多く確認されています。 
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・ ：貴重種、青字：外来種 

・遊泳形態および瀬で主に生息する魚種：「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」 

「魚類の生息・繁殖に対する親水水路整備効果」を参考に記述 

・主な川の利用形態：「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」を参考に記述 

・ 外来種：「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」 

※  確認種は、環境の多様性を整理するため、人間の介入に関係なく、当地域で自力で生活している魚種を対象にした。このため、マス釣り場近傍で

確認されたニジマス（原産地：アメリカ）、アメマス（利根川以北に分布）は、対象から除いた。 

＜外来種の区分け＞ 

外来種     ：国内外に関わらず他の地域から人為的に入ってきたと考えられる生物種 

外来種に選定した魚種 ゲンゴロウブナ ・ニゴロブナ ・タイリクバラタナゴ※2 ・タガヤシ※1  

オオクチバス※1  ・ブルーギル※1 

※ 1特定外来種 ：外来種のうち生態系、人の生命・身体、農林水産に被害を及ぼす恐れのあるもの 

※ 2 要注意外来種：特定外来種には選定されていないが適否について検討中、または、調査不足から

未選定とされているもの 

出典：①一級河川石川外 治水計画検討業務委託 報告書(大阪府富田林土木事務所) 

   ②一級河川梅川外 多自然型護岸検討業務委託 報告書（大阪府富田林土木事務所） 

   ③一級河川原川 河川水辺環境調査委託報告書 

   ④一級河川石川外 河川水辺環境調査委託 報告書（大阪府富田林土木事務所） 

表 1.7 魚類確認状況 

大
宝
橋

寺田
橋
上流

白木
団地
下

加
納
橋

梅川合流点前

こ
も
ん
橋

大
原
八
1

大
原
八
2

大
原
八
3

H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 Ｈ18 H24 Ｈ18 H24 H24 H18 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H14 H17 H17 H17

アユ アユ 在来種 遊泳 ○ ○

サケ アマゴ 在来種 遊泳 準絶滅危惧

アブラハヤ 在来種 遊泳 ○ ○ 情報不足

ウグイ 在来種 遊泳 要注目

オイカワ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タカハヤ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注目

カワムツ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カマツカ 在来種 底生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注目

タモロコ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注目

コウライモロコ 在来種 遊泳 ○ 要注目

モツゴ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コイ（コイ属） 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ニゴイ属 在来種 遊泳 ○ ○

ギンブナ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゲンゴロウブナ 外来種 遊泳 ○ 絶滅危惧ⅠB種 琵琶湖から移入

ニゴロブナ 外来種 遊泳 絶滅危惧ⅠB種 琵琶湖から移入

タイリクバラタナゴ 要注意外来種 遊泳 揚子江から移入
フナ類 在来種 -

メダカ メダカ 在来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ種 絶滅危惧Ⅱ種

カダヤシ カダヤシ 特定外来種 遊泳 ○ 北アメリカ大陸から移入
オオクチバス 特定外来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ 北アメリカ大陸から移入
ブルーギル 特定外来種 遊泳 ○ ○ ○ ○ ○ 北アメリカ中東部一帯から移入

ドジョウ 在来種 底生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ種

スジシマドジョウ中型種 在来種 底生 ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ種 要注目

ウナギ ウナギ 在来種 底生 ○ 情報不足

ドンコ 在来種 底生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注目

ハゼ科 在来種 -
トウヨシノボリ 在来種 底生 ○ ○
オオヨシノボリ 在来種 底生 情報不足
カワヨシノボリ 在来種 底生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨシノボリ属 在来種 - ○

ナマズ ナマズ 在来種 底生 ○ ○ ○
8 9 11 10 9 9 5 6 4 4 3 2 9 7 1 5 12 10 3 5 0 0 2 2 2 2 2 0 6 9 5 3 5 10 11 4

                        地点毎の確認種数 9 7 1 5 5 10 11 4
4 1 1 3 1 2 2 1
5 3 0 2 0 4 6 1
0 3 0 0 4 3 3 2

② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ④ ② ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ② ④ ① ③ ③ ③
4
0
1
5 5

3
1
1

9
1
6
21

0
1
22

1
0
11

0
1
2

0
0
0
0

3
11
1
15

3

1
1
12

6
1
2
3

39
1
6

4
1
0

備考

11

2
10
1
13

0
8
3

コイ

出典

ハゼ

ドジョウ

サンフィッシュ

調査毎の確認種数

瀬・淵（湛水域）の両方の環境に生息する魚種
淵（湛水域）で主に生息する魚種

瀬で主に生息する魚種

科名 種名
在来種
・外来種

遊泳
形態

水越川

滝尻橋
大阪府RDB
平成12年3月

レッドリスト
（環境省）
平成19年8月
無脊椎動物
平成18年2月

天見川 原川

松井井堰

石川 梅川

下一之井堰はりま井堰
日野
（美濃出
橋）

諸越橋

佐備川

上東条橋
鱒釣場
上流

太井川 千早川

楠水橋
砂防ダム
下流

水分
古
川
橋

第３
中学校
前
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    ④底生動物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
宝
橋

寺
田
橋
上
流

白木
団地
下

加
納
橋

千
早
大
橋
下
流

砂
防
ダ
ム
下
流

第
３
中
学
校
前

古
川
橋

大
原
八
1

大
原
八
2

大
原
八
3

H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 Ｈ18 H24 Ｈ18 H24 H24 H18 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H18 H24 H12 H18 H24 H18 H24 H24 H24 H24 H17 H17 H17

カワニナ カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注目

カワザンショウガイ ウルイロオカチグサガイ ○ ○ 絶滅危惧Ⅱ種

サカマキガイ サカマキガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメモノアラガイ ○ 準絶滅危惧

モノアラガイ ○ ○ 準絶滅危惧 要注目

ハブタエモノアラガイ ○ ○
カワコザラガイ カワコザラガイ ○ ○

ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ ヒラマキミズマイマイ
マキガイ ヒラマキガイ ヒラマキガイ属の一種

ナガオカモノアラガイ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ種
オカモノアラガイ
マシジミ
シジミ科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワラジムシ目、ミズムシ亜目 ミズムシ科 ミズムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨコエビ上科、キタヨコエビ科 アナンデールヨコエビ 準絶滅危惧
ヨコエビ上科、ヨコエビ科 ニッポンヨコエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒメハマトビムシ ○ ○ ○ ○
ハマトビムシ属の一種
スジエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テナガエビ ○ ○ ○ ○

ヌマエビ科 ミナミヌマエビ

ザリガニ科 アメリカザリガニ ○ ○ ○ ○ ○ 要注意外来生物

イワガニ モズクガニ ○ ○

サワガニ科 サワガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑫ ⑩ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑩ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ⑪ ⑪ ⑪出典

日野
（美濃出
橋）

下一之井堰はりま井堰松井井堰

ニナ

テナガエビ科

ハマトビムシ

シジミ

太井川

梅川合流
点前

梅川石川

滝尻橋諸越橋
鱒釣場
上流

上東条橋

千早川 原川水越川

水分楠水橋

オカモノアラガイ

モノアラガイ

ヨコエビ目、ヨコエビ亜目

マルスダレガイ

マイマイ

モノアラガイ

目名 科名 種名

エビ目

大阪府RDB
平成12年3月

レッドリスト
（環境省）
平成19年8月
無脊椎動物
平成18年2月

佐備川

石川ブロックの底生動物は、平成 14年から平成 24年の調査で 13科 16 種の生息が確認されています。 
石川ブロック上流部では、水のきれいな砂礫地を好むサワガニ、ゲンジボタルの幼虫のエサとなるカワニナなどが確認されています。 
石川ブロック中流から下流部では、水質汚濁に強いサカマギガイおよび止水域などの水草の繁茂した場所に生息するミズムシなどが確認されています。 

図 1.10 底生動物調査位置図 

出典：①一級河川梅川外 多自然型護岸検討業務委託 報告書 

②一級河川原川河川水辺環境調査委託報告書 

③一級河川石川外 河川水辺環境調査委託 報告書 

主な河の利用形態： 

「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8 年））」及び

「日本産淡水貝類図鑑（ピーシーズ：平成 16年）」を参考に記述 

 

写真出典：「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8

年）」、「日本産淡水貝類図鑑（ピーシーズ：平成 16年）」及び「川の生きもの

を調べよう」（国土交通省河川局） 

：貴重種 

表 1.8 底生動物確認状況 

カワニナ 

サカマキガイ 

ミズムシ 
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    ⑤昆虫類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自然環境保全基礎調査（昭和 56年）によると、石川ブロックには、指標昆虫 10種のうち 7 種および特定昆虫類 100 種のうち 60 種が確認されています。 
石川ブロック上流部では、樹木に覆われた急斜面のある狭い渓谷の流水やその上方の空間に生息するムカシトンボ、清流で餌となるカワニナが生息し、産卵に適したコケが生育していることなどが生息条件となるゲン

ジボタルや、きれいな水の砂礫底に生息するナベブタムシなどが確認されています。 
石川中流から下流部では、広い河原に生息するカワラバッタや砂礫や河岸の植物に生息するキイロヤマトンボが確認されています。なお、自然環境保全基礎調査（平成 14年）の資料によると、ムカシトンボ、ムカシ

ヤンマが石川上流部で確認されています。 

 出典：第 2回自然環境保全基礎調査 

－動植物分布図（大阪府）（環境庁：1981） 

主な川の利用形態： 

「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」 

及び「トンボの調べ方（文教出版：平成 17年）」を参考に記述 

写真出典： 

「川の生物図典（財団法人 リバーフロント整備センター：平成 8年））」 

「日本産トンボ幼虫・成虫検索図説（東海大学出版会：平成 5年）」 

【指標昆虫 10種】 

分布域が広く、比較的なじみがあり、かつ全体として山地から平地までの良好な自然環境の指

標となる昆虫として環境庁が選定。 

ムカシトンボ、ムカシヤンマ、ハッチョウトンボ、ガラアムシ目、タガメ、ハルゼミ、ギフチョ

ウ、ヒメギフチョウ、オオムラサキ、ゲンジボタル 

 
【特定昆虫類 100種】 

大阪府が選定基準により調査対象種を選定。 

 

 

記号 理由
Ａ 日本国内では、そこにしか産しないと思われる種
Ｂ 分布域が国内若干の地域に限定されている種

Ｄ 当該地域において絶滅の危機に瀕している種
Ｅ 近年当該地域において絶滅したと考えられる種

Ｇ 環境指標として適当であると考えられる種

普通種であっても、北限・南限など分布限界にな
ると思われる産地に分布する種

Ｃ

業者あるいはマニアなどの乱獲により、当該地域
での個体数の著しい減少が心配される種

Ｆ

特定昆虫類選定基準

ムカシトンボ
幼虫期は、期間が長く、山間の樹林に囲まれた渓
流で、早瀬の石の下等河床の安定した場所に生
息。

指 準絶滅危惧

ムカシヤンマ
幼虫期は、水の滴る斜面のコケに覆われた崖に穴
を掘って生息。

指 準絶滅危惧

ハッチョウトンボ
幼虫期は、低地・山地の浅く日当たりの良い草丈
の低い湿原等の水域に生息。

指 準絶滅危惧

ゲンジボタル
幼虫期は、流れの緩やかな流水中で生息。成虫期
は土堤の護岸の周辺の樹木や草等で生息。

指 要注目

1 ベニイトトンボ 幼虫期は、平地の抽水植物の多い止水域に生息 D 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

2 キイロサナエ 幼虫期は、平地・丘陵地の川に生息。 D 準絶滅危惧

3 タベサナエ 幼虫期は、平地・丘陵地の浅い小川に生息。 D.G

4 ヒメサナエ 幼虫期は、流れの緩やかな上流域に生息。 G 準絶滅危惧

5 オオルリボシヤンマ
幼虫期は、丘陵地・山地の抽水植物の茂る水域に
生息。

G 準絶滅危惧

6 キイロヤマトンボ
幼虫期は、流れが緩やかで、砂礫・砂底や河岸の
植物に生息。

D 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

7 ハネビロエゾトンボ
幼虫期は、山間の細流や用水路、丘陵地や山地の
湿地に生息。

D 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

8 オオエゾトンボ 幼虫期は、流れのない泥底や水際植物に生息。 D

9 ヨツボシトンボ
幼虫期は、平地・丘陵地の抽水植物の多い水域に
生息。

D

10 ナニワトンボ
幼虫期は、平地・丘陵地の周辺に松林などのある
池等の水域に生息。

D.G 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

11 シブイロカヤキリモドキ 成虫期は、川の土手や海岸近くの草原で生息。 C

12 カワラスズ 成虫期は、河原の砂礫地で生息。 G

13 タイワンカンタン
成虫期は、平地から山地のやや背の高い草原に生
息。

G

14 カワラバッタ
成虫期は、大きな河原に生息。環境の改変に弱
い。

D.G 絶滅危惧Ⅰ類

15 ハネナシアメンボ 成虫期は、浮葉植物のある水域で生息。 D.G

16 ナベブタムシ
成虫期は、水が綺麗で、流れのある河川の上・中
流の砂礫底に生息。

D.G 準絶滅危惧

17 ガムシ
成虫期は、浅くて水生植物がよく繁茂した水域に
生息。

D 準絶滅危惧

18 ツシマヒラタシデムシ
成虫期は、河川敷等で生息し、湿った場所を好
む。

G 準絶滅危惧

19 ヤマトクロスジヘビトンボ
成虫期は、きれいな水域で、流れの速い瀬の中央
部を好み、河床の石の下の隙間に生息。

G

20 ミズバチ 成虫期は、流れがある泥底に生息、ﾄﾋﾞｹﾗに寄生。 D
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：貴重種 

ムカシトンボ 

ゲンジボタル 

ナベブタムシ 

キイロヤマトンボ 

カワラバッタ 

表 1.9 川との関わりが深い種 

図 1.11 貴重な動物の分布状況 


